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１．研究計画の概要 
本研究は、アメリカ合衆国の世界的覇権の
確立過程における、キリスト教の海外伝道
の果たした役割を明らかにすることであ
る。すでに日本についてある程度知識の蓄
積があるので、比較の対象として、４年間
で朝鮮伝道の研究を進めることを企図し
た。 
１）１８８４年にアメリカ人宣教師が朝鮮
伝道を開始してから、１９１０年代に至る
までの時期の、ピョンヤンを中心とする朝
鮮における伝道事業に関する資料収集。 
２）現地調査 
３）海外研究者との情報交換 
４）資料の検討 
 
２．研究の進捗状況 
１）については、アメリカ、韓国において
ほぼ収集できた。そのうち一部のものは、
マイクロフィルムをディジタル化し、研究
の便宜を大いに高めることができた。まｔ、
長老派の事業だけではなく、メソジストの
事業に関する資料も購入できた。さらに、
ジュネーブの WCC のアーカイヴスより、
エキュメニカルな立場に立つ世界伝道に
関する資料を収集した。 
２）については、韓国南部のテグを中心と
する地域の現地調査を２００８年度に行
った。また、２００９年度には初期の朝鮮
伝道に大きな影響を与えた中国山東省の
伝道に関する調査をすることができた。し
かし、当初予定していた平壌での調査は政
治情勢が不安定なため果たせていない。 
３）は２００７年度には、韓国の延世大学
で開かれた第６回東北アジアキリスト教

歴史協議会国際大会に出席し、中国、韓国の
研究者と意見交換を行うとともに、研究報告
（小檜山および李）も行った。その成果は２
００９年に出版された本（下を参照）に収録
された。２００８年秋には日本に在韓国の研
究協力者を招き、研究合宿を行い、集中的に
北朝鮮のキリスト教について学習し、意見交
換する機会を持った。２００９年夏には、中
国武漢で開かれた第７回東北アジアキリス
ト教歴史協議会国際大会に出席し、中国、韓
国の研究者と意見交換を行うとともに、研究
報告（小檜山および李）を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
おおむね順調に進んでいるが、北朝鮮へのア
クセスが思うようにいっていない。政治情勢
が悪化するばかりのため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年５月には再び韓国の研究者を交えて、北
朝鮮のキリスト教の研究会を開き、情報の補
充を行う。また、本年は資料の検討に努力を
傾注する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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